
令和２年第４回市議会定例会

市長提案理由

（令和２年１１月３０日提案)
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提案理由の説明に先立ち、別府市議会議員として長い間、国際観光温泉文化都

市別府の発展のために御尽力をいただきました萩野忠好議員の御冥福を心から

御祈り申し上げます。 

また、１１月１６日に、元水道局職員が収賄の疑いで逮捕されたことにつきま

しては、大変遺憾であり、市民の皆様に多大な不安と不信感を抱かせることとな

りましたことを深くお詫び申し上げます。今後の捜査の推移を見守るとともに、

法令遵守を再度徹底していく所存です。 

それでは、市政諸般の御報告と今回提出した諸議案の概要について御説明い

たします。 

振り返りますと令和２年は新型コロナウイルス感染症への対応に追われ、日

常生活にも非常に大きな変化がもたらされた一年でした。一旦は減少傾向にあ

りました新規感染者数も、現在、全国的に急増し、予断を許さない状況となって

います。 

別府市におきましても今月に入り、約３か月ぶりに感染症患者が確認され、感

染経路が分からない新規感染者も見られるようになりました。改めて基本に立

ち返り、マスク着用や手洗い・消毒の励行に加え、新しい生活様式による感染予

防の徹底と、正しい情報に基づく人権に配慮した適切な行動を皆様にお願いし、

市としても最大限の対策を講じてまいります。 

地域経済は、１０月にＧｏ Ｔｏ トラベルの対象として東京が解禁されたこ

ともあり、全体的に回復傾向を見せています。宿泊者数は、９月実績では前年同

時期の５３．９パーセント、また、別府市旅館ホテル組合連合会によると、１０

月から１１月までの宿泊予約状況の平均では、約８３パーセントまで回復して

きています。「別府温泉おもてなし再開」のプロモーション動画の公開や、観光

促進キャンペーンに取り組みつつ、第一波、第二波で学習した感染症対策を講じ

て、引き続き「日本一安全な観光地別府」を目指していきます。 
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新型コロナウイルス感染症対策に充分配慮しながら、季節のイベントも徐々

に開催されてきています。２月から延期となっていました市民・学生大同窓会が、

１０月に「別府でつながる」をテーマに開催され、別府で起業・創業する人にス

ポットを当てて事業概要などを発表していただく「ＯＮＥ ＢＥＰＰＵ 

ＤＲＥＡＭ ＡＷＡＲＤ ２０２０ 起業・創業部門」等のイベントがオンライン

で配信されました。１１月には「ＭＡＲＣＨＩＮＧ ＣＡＲＮＩＶＡＬ ＩＮ 

ＢＥＰＰＵ ２０２０」が開催され、オープニングで、県内外の出演団体やゲス

トが、富士見通りのグローバルタワー前から別府公園東側までをパレードし、秋

晴れの中、多くの来場者が華やかなパフォーマンスを楽しみました。 

観光や経済には徐々に改善傾向が見られますが、同時に年末年始に向けた別

府市新型コロナウイルス感染症緊急対策第３弾にも取り組んでいます。 

１つ目は「別府みんなにエール券発行事業」としまして、感染症の影響を受け

た市民生活の経済的支援と消費喚起による市内経済の活性化を図るため、プレ

ミアム付きクーポンの発行事業を実施します。議会からの御要望もあり、市内の

全業種の店舗等で利用できる３０パーセントのプレミアムが付いたクーポンと

し、発行総額１０億４千万円、１６万冊を、事前予約を受け付けた上で、１２月

４日から市役所１階レセプションホールで販売します。 

２つ目に「Ｇｏ Ｔｏ 商店街支援事業」としまして、国が実施するＧｏ Ｔｏ 

商店街事業に対し、事業費の支払いを受けるまでの期間、事業資金を貸し付ける

とともに、国のＧｏ Ｔｏ 商店街事業と連動して実施する独自事業に対して助

成します。別府市独自の緊急対策を国の施策と同時に行うことにより、事業への

相乗効果が期待できます。今後も国や県の施策を注視し、行政機関として今何が

一番必要とされているのかということを敏感に捉えつつ、財政規律を守りなが

ら適切な対策を講じてまいります。 

医療体制におきましては、別府市医師会が野口病院跡地に「発熱外来トリアー
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ジセンター」を開設し、日曜・祝日・年末年始等の場合においても、発熱症状に

対応できる体制が整いました。これから新型コロナウイルス感染症とインフル

エンザの同時流行の時期を迎えますが、別府市医師会と連携をしながら感染症

対策を進め、経済との両立を目指します。 

別府市の公立小学校の修学旅行では、例年、県外を訪れていましたが、今年度

は県南の自治体と相互に街巡りを実施し、地域の魅力を再発見する機会となり

ました。 

この修学旅行の県内実施が契機となって、別府市と佐伯市は、両市の友好を深

め、観光など５分野において連携・交流する覚書を１０月に締結しました。 

また、先日臼杵市長と共同で会見を開き、今年度の事業と今後の展望について

発表いたしました。「臼杵市は仏、別府市は地獄」と対照的な観光素材を活用し、

改めて両市の魅力を発信することで誘客につながるよう連携していきます。コ

ロナ禍であればこそ、自治体同士が互いに協力し合い、知恵を絞り、このピンチ

をチャンスに変えていきたいと考えています。 

明日１２月１日には、別府市社会福祉会館内に「別府市成年後見支援センター」

を開設します。成年後見制度の中核機関として、高齢者や障がい者など、支援を

必要とする方々が、住み慣れた地域で自分らしく安心して暮らしていくことが

できるよう、本制度の活用を始めとした相談業務等を行い、権利擁護と福祉の増

進を図ってまいります。 

次に、教育施設の整備についてです。 

新学校給食共同調理場につきましては、将来にわたり安全・安心な学校給食を

提供するための基本的な考えや運営内容、施設計画などを示した「別府市新学校

給食共同調理場整備基本計画」に沿って、令和５年９月の給食提供開始を目指し

て整備していきます。将来を担う子どもたちの健やかな成長のために、美味しさ、

地産地消の推進、食育の充実や食物アレルギー等に対応した新共同調理場の実
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現に向けて、確実に取組を進めてまいります。 

また、新図書館整備事業では、新型コロナウイルス感染症の影響で停止してい

たオープンプラットフォーム会議を、今月から再開いたしました。新型コロナウ

イルス感染症により、社会全体にデジタル化が拡がり、私たちの暮らしも大きく

変容しています。市民参画の下、これからの図書館に求められる価値や役割につ

いて、しっかりと意見を交わして、コロナ後を見据えた新しい図書館の整備に取

り組みます。 

 次にデジタルファーストについてです。 

無料コミュニケーションアプリ「ＬＩＮＥ」を活用した観光案内の開始、スマ

ートフォン決済のＬＩＮＥ Ｐａｙによる新型コロナウイルス感染症対策に係

る寄附の受付開始、別府市ＬＩＮＥ公式アカウントの機能の追加など、生活の

様々なシーンで利便性を高めるためにサービスの拡充を進めています。 

さらに行政運営の効率化など、デジタル化を推進する国の動向と連動した施

策を進め、市民や観光客に向けたサービスの向上を目指します。 

コロナ禍にあっても、全国や市内の感染状況を注視しながら、「アクセル」と

「ブレーキ」で瞬時に経済活動を操作するとともに、立ち止まることなく、将来

を見据えた施策を着実に推進していきます。 

続きまして、上程されました各議案の主なものについて、その概要を御説明い

たします。 

はじめに、一般会計補正予算（第８号）ですが、人事院勧告に準拠した期末手

当の改定等に伴う職員人件費の補正を計上しています。 

一般会計補正予算（第９号）については、今回補正する額は６億６，５００万

円の増額で、補正後の予算額は７１２億８，５７０万円となります。 

その主なものとして、今年度末をもって指定管理者の指定期間が満了を迎え

る公の施設に係る来年度以降の指定管理料及び学校給食共同調理場建設事業の
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債務負担行為を計上しています。 

国の第２次補正予算に計上された新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金については、国から示された本市の交付限度額のうち、予算未計上分を

今回の補正で全額計上し、これを商工費及び教育費に充当しています。 

総務費では、図書購入費寄附金及び競輪事業収入の追加額をべっぷ未来共創

基金に積み立てることに伴い、基金積立金の追加額を計上しています。 

民生費では、事業所数や定員数の増加に伴い、自立支援給付費及び障害児通所

支援費の追加額を計上しています。 

次に、特別会計では、一般会計と同様に、期末手当の改定等に伴う職員人件費

の補正を各会計で計上しています。また、競輪事業特別会計では、新型コロナウ

イルス感染症の影響により売上金が減少しましたが、経費の節減等により利益

が増加したことに伴い、一般会計繰出金の追加額を計上しています。今回の補正

額は、職員人件費の補正を合わせて４億３，０１０万円の減額で、補正後の特別

会計予算の総額は５３７億５，７４１万７千円となります。 

以上が、今議会における予算関係議案の概要です。 

次に予算外の議案について、御説明申し上げます。 

予算外の議案については、「条例関係１１件」、「その他１３件」の計２４件を

提出しています。 

議第１３９号「特別職の常勤職員の給与及び旅費に関する条例等の一部改正

について」は、新型コロナウイルス感染症により市内経済が大きな打撃を受け、

また市税収入の減少など市財政にも大きな影響が生じていること及び特別職の

国家公務員の給与改定の状況に鑑み、特別職の常勤職員の給料を減額し、及び期

末手当を改定すること等に伴い、条例を改正しようとするものです。 

議第１４０号「別府市職員の給与に関する条例等の一部改正について」は、職

員の期末手当を改定すること等に伴い、条例を改正しようとするものです。 
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議第１４１号「別府市長期継続契約を締結することができる契約を定める条

例の制定について」は、地方自治法施行令の規定に基づき、長期継続契約を締結

することができる契約を定める条例を制定しようとするものです。 

議第１４２号「別府市税特別措置条例の一部改正について」は、地域経済牽引

事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律の一部が改正され、

条例が引用する条項に移動が生じたこと等に伴い、条例を改正しようとするも

のです。 

議第１４３号「別府市多世代交流健康増進複合施設の設置及び管理に関する

条例の制定について」及び議第１４４号「別府市児童館の設置及び管理に関する

条例の一部改正について」は、別府市多世代交流健康増進複合施設を設置し、及

び当該施設に南部地域交流センター・南部児童館を置くことに伴い、条例を制定

し、及び改正しようとするものです。 

議第１４５号「別府市子育て支援センターの設置及び管理に関する条例の制

定について」は、子育て支援センターを公の施設として管理することに伴い、条

例を制定しようとするものです。 

議第１４６号「別府市国民健康保険税条例の一部改正について」は、地方税法

施行令の一部が改正され、国民健康保険税の減額の規定が改められたことに伴

い、条例を改正しようとするものです。 

議第１４７号「別府市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について」は、

租税特別措置法の一部が改正され、同法に規定する特例基準割合が改められた

ことに伴い、条例を改正しようとするものです。 

議第１４８号「別府市消防団条例の一部改正について」は、消防団員の資格要

件を見直すこと等に伴い、条例を改正しようとするものです。 

議第１４９号「別府市火災予防条例の一部改正について」は、対象火気設備等

の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関
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する基準を定める省令の一部が改正され、急速充電設備の全出力の上限が拡大

されたこと等に伴い、条例を改正しようとするものです。 

議第１５０号から議第１６１号までの「指定管理者の指定について」は、指定

管理者に公の施設の管理を行わせることについて、地方自治法第２４４条の２

第６項の規定により、議会の議決を求めるものです。 

議第１６２号「市長専決処分について」は、コロナ禍における市民生活及び事

業活動を支援するため、令和２年度別府市一般会計補正予算（第７号）を地方自

治法第１７９条第１項の規定に基づき、市長において専決処分しましたので、同

条第３項の規定により議会に報告し、その承認を求めるものです。 

以上で各議案の説明を終わります。 

何とぞ慎重審議の上、よろしくお願い申し上げます。 


